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浅見裕 子

大 学在学 中よりダンス 活動を始め ､ 様 々 な作品

を上 演 ｡
`

o 1 -

`

0 2 年に 仏 に 滞在 し ､ 映像 作 家 ,

俳 優との 共作 を発 表 ｡

`

o 2 年より笠井叡に師事｡ オイリュトミ
ー

シ ューレ天使館

第三 期を経て ､
フォルトコ

ー スで は舞台公 演を重ねるo
`

o 8 年 笠井叡× 高橋悠治『透明迷宮』に 出演｡

野 口泉

牡羊座o 型

武蔵野美術大学映像学科卒Q

在学 中より棲 井郁 也のオイリュトミ
ー

クラス に参加｡
`

o 2 年より笠 井叡に 師事o オイl) ユ トミーシ ュ
ー

レ

天 使 館第三 期 卒業後 ､ 舞台実 習を行う同フォルト

コ
ー ス を修了 o

`

o8 年2 月 ､
笠井叡 × 高額悠治『透 明迷 宮』に 出演｡

同4 月 , 高橋 悠治演奏 に よるオイリュ トミ
ー

公 演

『フ
ー

ガの 技 法』に 出演 ｡

鯖 井謙太良邑

1 980 年仙 台生まれ｡ 幼少の 頃 ､ オイリ ュトミーに出会う｡
-

o 2 年 に上 京 し､ 笠井叡 に師事 ｡

オイリュ トミーシ ューレ天 使館 第三 期及び ､
2 年制 の

オイリュ トミ ー 研究コ ー スを修 了 o 笠 井叡 × 高橋悠治

『透 明迷 宮』､ 『フーガの技 法』飽 多数の 公 演に 出演｡

オ イリ ュ トミ
ー

公 演

鉱 物 悲 譜
2 0 0 9 年 4 月 1 7 日( 金)
開 場1 8 : 3 0 開演 1 9 : 0 0

仙 台市青年文化セ ンタ ー
｡ シ ア タ ー

ホ
ー ル

仙台市青葉 区旭ヶ丘3- 2 7- 5 【市営地 下鉄/ 旭ヶ rr 駅( 仙台駅 から約1 0 分) 下車 ･ 東i 番出 口より徒歩3 分】

殴チケット : 前売 2 ,5 0 0 円 当 日 2 , 8 0 0 円

圏予約
･ お問合せ : 0 2 2 - 2 2 4 - 6 9 4 6 (月 の ピトウリ)

m ail 予約 : k o u b u t s u
_
s e n d a i @ y a h o o . c o .j p

腰 公演情報 h tt p : // k o u b u t s u . e x b l o g .j p

作 品

エ ドガ - , A ･ ポ ー 作

｢ アナ ベ ル ･ リ
ー

｣

｢ 死 美人｣

H ･

/〈 - セ ル作曲

｢ 組曲2 番ト短調｣

｢ グラウンド ハ 短調｣

E イ ザイ作曲

｢無伴奏ヴァイオリン ･
t

) ナタo p 2 7
. 1

-

4 ｣

A ･ シ ュ ニ トケ作曲

｢ ピア ノ五 重奏曲- 2｣

｢

鉱
物
悲

謬
｣

飽
食
公

演
に

寄
せ

て

調 オイリ ュ トミ ー / 浅見裕 子 野 口 泉 鯨井謙太良邑

園 演奏 / ピア ノ 上 田早智子

弦楽四 重 奏 ( v n) 長谷)J[ 美 夏 ( V n) 高柳 千 尋

( v a) 原 島峰子 ( V c) 矢巻 美保子

圏 朗唱 / 笠 井示豊示

魔 境成 / 鯨井謙太点邑

塵 照 明 / 丸 山 武彦

匿 照明オ ペ レ ー

タ
ー / 古矢涼子

囲 宣伝美術 / T O J U

匪 協 力 / P E G

監 制 作 / 月 の ピトr) I) ･

トリ ナ

｢ 鉱物悲詳｣

2 0 0 8 年/ 1 1 月 ヴィオ り(
- ク劇場( 松本) にて初演

2 0 0 9 年/3 月 中野テル プシコ
ー

ル(東京) にて再 演




